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「悔い改めから回心へ・・」 

 

ルカによる福音書 15章 

11また、イエスは言われた。「ある人に息子が二人いた。  
12弟の方が父親に、『お父さん、わたしが頂くことになっている財産の分け前をください』と言
った。それで、父親は財産を二人に分けてやった。 13何日もたたないうちに、下の息子は全
部を金に換えて、遠い国に旅立ち、そこで放蕩の限りを尽くして、財産を無駄遣いしてしまっ

た。  
14何もかも使い果たしたとき、その地方にひどい飢饉が起こって、彼は食べるにも困り始め
た。  
15それで、その地方に住むある人のところに身を寄せたところ、その人は彼を畑にやって豚
の世話をさせた。  
16彼は豚の食べるいなご豆を食べてでも腹を満たしたかったが、食べ物をくれる人はだれも
いなかった。  
17そこで、彼は我に返って言った。『父のところでは、あんなに大勢の雇い人に、有り余るほ
どパンがあるのに、わたしはここで飢え死にしそうだ。  
18 ここをたち、父のところに行って言おう。「お父さん、わたしは天に対しても、またお父さん
に対しても罪を犯しました。  
19 もう息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください」と。』  
20そして、彼はそこをたち、父親のもとに行った。ところが、まだ遠く離れていたのに、父親は
息子を見つけて、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した。  
21息子は言った。『お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪を犯しまし
た。もう息子と呼ばれる資格はありません。』  
22 しかし、父親は僕たちに言った。『急いでいちばん良い服を持って来て、この子に着せ、手
に指輪をはめてやり、足に履物を履かせなさい。  
23それから、肥えた子牛を連れて来て屠りなさい。食べて祝おう。  
24 この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったからだ。』そして、
祝宴を始めた。 

 

＊＊＊＊＊ 

有名な「放蕩息子の例え」と呼ばれている箇所です。 

弟息子は財産を受け取り放蕩に身を持ち崩し、ぐちゃぐちゃになっ 

ている中で 



憐れみ深い父のこと、豊かなものに溢れている父の家を思い出します。 

そして、そこに帰ろうと決意し、足を家に向けます。 

これはいわば「方向転換」ですから悔い改めと考えることができるでしょう。 

でも、ここにはまだまだ「自分のため」「自分に食べ物が必要なので、自分のいのちを 

守るためには家に戻るのが一番だ」という自分を益する意識が溢れています。 

自分に必要だから、そこにいく。 

自分にとって有益だから、家に帰る。 

これは決して悪いことではありません。 

むしろ、それを思い出せることは素晴らしいことだと思います。 

良心の呵責とか、後ろめたさとか、恥の意識とか、そういうものとの戦いもあるでしょう。 

それらに打ち勝って恥を忍びつつ家に帰るわけです。 

それは素晴らしいことです。 

 

でも、聖書は、それを中心に教えてはいないのです。 

「困ったら家があるから、帰るのだぞ」というメッセージが聖書の中心ではないのです。 

もちろん、それは大事なメッセージではあるのですが、それが聖書の中心ではありません。 

 

中心はむしろ、父親との心の交流にあります。 

つまり、この物語は父親がどれほど息子を愛し、どれほど息子と喜びを共有しようと 

しているか、どれほど愛で包もうとしているか、それを息子がどのように受け止めようとしてい

るのかが問われているのです。 

 

聖句を読んでみましょう。ルカによる福音書 15章 20節から 

20そして、彼はそこをたち、父親のもとに行った。ところが、まだ遠く離れていたのに、父親は
息子を見つけて、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻した。  
21息子は言った。『お父さん、わたしは天に対しても、またお父さんに対しても罪を犯しまし
た。もう息子と呼ばれる資格はありません。』  
22 しかし、父親は僕たちに言った。『急いでいちばん良い服を持って来て、この子に着せ、手
に指輪をはめてやり、足に履物を履かせなさい。  
23それから、肥えた子牛を連れて来て屠りなさい。食べて祝おう。  
24 この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったからだ。』そして、
祝宴を始めた。 

 

息子は自分のいのちのケアのために家路につきました。そこにいけば生きられると思ったの

です。 

ところが父親は 



「まだ遠く離れていたのに、父親は息子を見つけて、憐れに思い、走り寄って首を抱き、接吻

した。」 

あの放蕩三昧に身を持ち崩した息子が戻ってきた、今まで死んだも同然、音信不通だった息

子が帰ってきたことを 

「まさに、わがこととして喜び、まだ遠く離れていたのに、息子を見つけ 、憐れに思い、走りよ
り、首を抱き、キスする」のです。 

そこにあふれる父親の圧倒的な息子への思いを、息子はどのように受け止めているでしょう。 

いや、受け止められるのでしょうか。 

 

「放蕩息子」を「我が子」として抱きしめ、「息子としての立場を回復させ」「大歓迎して家族の

中に迎え入れる」 

その出来事と、十字架にかかる犠牲を払い、放蕩息子、ほうとう娘を、我が子として抱きし

め、立場を回復させ 

神の家族へと迎え入れてくださる、という出来事を自分の出来事として私たちは受け止めてい

るでしょうか。 

そういうことがあったら、素敵だ、すばらしい、ということは理解し、感じることができるでしょ

う。 

しかし、それを我がこととして、本当に自分の出来事として、それをうけとめているでしょうか。 

「あーよかった」程度のものではなく「圧倒的で言葉も出ないほどの圧倒的な愛」のなかに自

らをおいたことが 

あるでしょうか。 

 

神様の、私たちに対する求め、あなたに対する求めは「神のもとに帰る」だけではなく、神の

愛の中にしっかり身を置くこと、 

その愛のなかに自分の全存在を安息させることにあるのです。 

神の祝宴の中に常に置かれていることを喜べるものでありたいと思います。 

 

そして十字架での出来事と関連付けて考えてみましょう。 

イエス様のこの祈りはまさに、私たちのためでした。 

 

＊＊＊＊ 

ルカによる福音書 23章 

32ほかにも、二人の犯罪人が、イエスと一緒に死刑にされるために、引かれて行った。  
33「されこうべ」と呼ばれている所に来ると、そこで人々はイエスを十字架につけた。 
犯罪人も、一人は右に一人は左に、十字架につけた。  
34〔そのとき、イエスは言われた。 



「父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているのか知らないのです。」〕 

人々はくじを引いて、イエスの服を分け合った。  
35民衆は立って見つめていた。議員たちも、あざ笑って言った。 
＊＊ 

イエス様の「父よ、彼らをお赦しください」という言葉は、彼らの全ての罪についての痛みや刑

罰を 

私に載せてください、私を打つことで、彼らを赦してください」という意味があります。 

私たちはそれほどの大きな愛で受け止められ、包まれ、迎えられているのです。 

私の人生にこれが必要だからとか、助けの手が必要だからというレベルの問題ではなく 

神様ご自身の絶大な愛が私たちに向かって広げられているのです。 

方向転換ということで始まるとしても、もっともっと深くその愛の中に留まり、その愛によって 

生かしていただく意識が必要です。 

 

ヨハネの手紙第一 4章 

9神は、独り子を世にお遣わしになりました。 
その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。 

ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。  
10わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、 
わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。 

ここに愛があります。 

 

神様の愛の深さを少しでも実体験できますように。 

＊＊＊＊ 

YoutubeでのMACF礼拝映像は 

https://youtu.be/eUhPUfOTuSI 
 

 

https://youtu.be/eUhPUfOTuSI

